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子
ど
も
と
妊
婦
の
皆
さ
ん
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
9
月
下
旬
に
支
援
券
を
発
送
し

ま
す
。

対
①
生
後
6
カ
月
か
ら
12
歳
（
小

学
校
6
年
生
）
ま
で
の
人

②
接
種
期
間
内
に
妊
娠
中
で
接

種
を
希
望
す
る
人

支
援
券

①
1
回
１
０
０
０
円
の
支
援
券

を
1
人
に
つ
き
2
枚

②
1
回
２
０
０
０
円
の
支
援
券

を
1
人
に
つ
き
1
枚

接
種
期
間

10
月
1
日
～
令
和
5
年
1
月
31
日

問
健
康
推
進
課 

TEL
71
・
２
４
７
０

９
４
１
４
９

ID

来
年
度
の
入
園
を
検
討
し
て
い

る
ご
家
庭
を
対
象
に
し
た
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
9
月
5
日
（
月
）・
6
日
（
火
）

①
午
前
9
時
15
分
～

②
午
前
9
時
45
分
～

③
午
前
10
時
15
分
～

④
午
前
10
時
45
分
～

※
上
川
手
・
北
穂
高
認
定
こ
ど
も

園
は
5
日
の
み
、
三
郷
西
部
認

定
こ
ど
も
園
は
、
両
日
と
も
②

地
域
づ
く
り
の
活
動
や
成
果
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個

人
・
団
体
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

対
市
内
で
公
益
的
な
活
動
・
地
域

貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
や

団
体
、
企
業
な
ど

申
9
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
申
込

用
紙
を
地
域
づ
く
り
課
へ
メ
ー

ル
ま
た
は
郵
送
で
。
申
込
用
紙

は
同
課
窓
口
・
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ

日
10
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
3
時

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」

内
▽
活
動
体
験
等
の
ブ
ー
ス
出
展

▽
ス
テ
ー
ジ
発
表

③
の
み
の
開
催

定
各
園 

各
回
10
世
帯
（
先
着
順
）

持
体
調
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト

申
8
月
24
日
（
水
）
～
31
日
（
水
）

に
な
が
の
電
子
サ
ー
ビ
ス
で

他
▽
私
立
保
育
施
設
等
の
日
程
は

直
接
各
施
設
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

▽
感
染
症
予
防
の
た
め
、
保
育

室
へ
の
入
室
は
で
き
ま
せ
ん

問
こ
ど
も
園
幼
稚
園
課 

TEL
71
・
２
２
５
６

６
４
１
５
５

ID

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
3
人

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間

報
酬　
市
が
規
定
す
る
額

対
次
を
除
く
、
平
日
の
会
議
に
出

席
で
き
る
18
歳
以
上
の
市
民

▽
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員

▽
常
勤
の
国
家
・
地
方
公
務
員

▽
市
の
附
属
機
関
の
公
募
に
よ

る
委
員
▽
市
税
等
の
滞
納
者

申
８
月
29
日
（
月
）
か
ら
9
月
22

日
（
木
）
に
申
込
書
と
小
論
文

（
８
０
０
字
以
内
）
を
子
ど
も

▽
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
展
示

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

TEL
71
・
２
０
１
３   

６
４
６
０
８

ID

第
18
回
あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音

楽
祭
公
募
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

音
楽
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

日
10
月
2
日
（
日
）

場
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

（
堀
金
・
穂
高
地
区
）

対
プ
ロ
・
ア
マ
、
ジ
ャ
ン
ル
問
わ
ず

費
1
グ
ル
ー
プ
２
０
０
０
円

申
9
月
8
日
（
木
）
ま
で
に
申
込

書
に
デ
モ
Ｃ
Ｄ
・
テ
ー
プ
を
添

え
て
、
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー「
あ
づ
み

の
公
園
早
春
賦
音
楽
祭
」係（
〒

３
９
９-

８
２
９
５　
安
曇
野
市

堀
金
烏
川
33 -

４
）へ
郵
送
で

問
文
化
課 

TEL
71
・
２
４
６
３

５
１
２
９
８

ID

第
37
回
早
春
賦
音
楽
祭

本
ス
テ
ー
ジ

地
域
の
合
唱
団
や
愛
唱
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
9
月
11
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
（
開
場 

午

後
1
時
）

場
穂
高
会
館
講
堂

演
目
早
春
賦
、
安
曇
野
、
鐘
の

鳴
る
丘
主
題
歌 

と
ん
が
り
帽

子
、
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
鐘

出
演
早
春
賦
合
唱
団
・
鐘
の
鳴

る
丘
混
声
合
唱
団
・
早
春
賦
愛

唱
会 

ほ
か

家
庭
支
援
課
へ
提
出
。
申
込
書

の
入
手
方
法
、
小
論
文
の
テ
ー

マ
な
ど
詳
細
は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
支
援
課 

TEL
71
・
２
０
７
７

 

２
８
１
３
３

ID

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
を
対
象

に
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

任
用
期
間 

10
月
中
旬
～
令
和
5

年
3
月
31
日

職
種
一
般
事
務
補
助
（
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
・
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
等
使
用
）

報
酬 

月
額
13
万
６
０
２
５
円

勤
務
地 

市
役
所
本
庁
舎
ま
た
は

関
係
施
設
な
ど

募
集
人
数 

若
干
名

勤
務
時
間 

1
日
7
時
間
、
週
5

日
勤
務
（
原
則
午
前
9
時
～
午

後
5
時
）
※
勤
務
先
に
よ
っ
て

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

選
考
方
法 

9
月
下
旬
に
面
接
を

行
い
ま
す
。
面
接
日
は
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
8
月
25
日
（
木
）
か
ら
9
月
7

日
（
水
）
に
職
員
課
へ
直
接
ま

た
は
郵
送
（
必
着
）
で
。
申
込

書
は
同
課
窓
口
・
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら

入
手
で
き
ま
す

費
無
料　
定
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
8
月
29
日（
月
）か
ら
文
化
課
へ

電
話
で

問
文
化
課 

TEL
71
・
２
４
６
３

８
８
９
９
７

ID

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
、
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
いっ
た
想
い
を
持

つ
人
が
気
軽
に
集
ま
り
、
つ
な
が

る
場
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
明

科
を
盛
り
上
げ
た
い
！
」
で
す
。

日
9
月
3
日
（
土
）
午
前
9
時
30

分
～
11
時
30
分

場
明
科
公
民
館

内
▽
明
科
で
頑
張
る
団
体
の
Ｐ
Ｒ

タ
イ
ム
▽
ゆ
る
ー
く
つ
な
が

る
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

▽
野
菜
や
菓
子
、
小
物
な
ど
を

販
売
す
る
明
科
う
ま
い
も
ん

市
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏

会
を
同
時
開
催

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

TEL
71
・
２
０
１
３ 

７
４
７
３
５

ID

心
身
と
も
に
健
康
で
い
る
た
め

に
介
護
予
防
教
室
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。（
下
表
参
照
）

費
無
料

申
8
月
30
日
（
火
）
～
9
月
2
日

（
金
）
に
電
話
で

問
高
齢
者
介
護
課 

TEL
71
・
２
４
７
4

 

６
８
０
６
２

ID

提
〒
３
９
９-

８
２
８
１
（
住
所

不
要
）
職
員
課
宛
て

他
4
月
採
用
に
申
し
込
み
を
し
た

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

問
職
員
課 

TEL
71
・
２
４
０
５

８
８
６
６
０
９

ID

短
期
任
用
登
録
者

年
間
を
通
し
て
の
勤
務
で
は
な

く
短
期
間
な
ら
勤
務
で
き
る
人
を

対
象
に
短
期
任
用
登
録
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

職
種
事
務
補
助

申
職
員
課
へ
直
接
。
申
込
書
は
同

課
窓
口
・
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら
入
手
で

き
ま
す

問
職
員
課 

TEL
71
・
２
４
０
５

８
６
４
８
９

ID

安
曇
野
市
、
松
本
市
、
塩
尻
市

内
の
県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

入
居
開
始
日
10
月
1
日
（
土
）

受
付
期
間
8
月
26
日（
金
）ま
で

申
申
込
書
を
県
住
宅
供
給
公
社
松

本
事
務
所
へ
直
接
。応
募
資
格・

募
集
団
地
な
ど
詳
細
は
、
県
住

宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所

 

TEL
47
・
０
２
４
０

募
集

子
ど
も
と
妊
婦
の
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

会
計
年
度
任
用
職
員

県
営
住
宅
入
居
者

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

公
立
保
育
施
設
等
の
自
由
見
学
会

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
出
展
者

早
春
賦
音
楽
祭

一
般
介
護
予
防
教
室
参
加
者

イ
ベ
ン
ト・教
室

教室名 日時 場所 対象・定員 内容

①【新】フィットネスバイク教室 9月27日～12月13日 火曜日
14:00～15:00（全12回） ANC アリーナ

対おおむね 65 歳～ 74 歳で継
続して運動を行っている人。
関節疾患のある人は要相談。
医師から運動制限のある人
は参加不可。

定 12 人（抽選）

フィットネスバイク（自転車型運
動器具）を使って行う講座です。
膝などに不安がある人でも負担が
少なく、安全に有酸素運動を行う
方法を学びます。運動強度は中程
度です。

②お口いきいきアップ教室（穂高） 10月7日～12月16日 金曜日
13:30～14:30（全8回） 穂高公民館 対おおむね 65 歳以上の人

定 15 人（先着順）

口の渇きやむせなど年齢とともに
現れる口の機能低下の改善方法や
口の健康について学びます。

名称 内容 日時・場所 費用・定員等 申し込み・問い合わせ

民家再生の父
降
ふりはた

幡廣
ひろのぶ

信と
門弟有志作品展

自然豊かな北アルプスの麓、安曇野の風
土で育まれた建築家・降幡廣信の審美眼
の紹介。新築や再生した建物の設計事例
写真の他、スケッチなどを展示します。

《関連企画》
太田寛市長が来るギャラリートーク：9月
19日（月・祝）13:30～、2階多目的交流ホ
ール

日9月14日（水）～29日（木）
9:00 ～ 17:00
※9月20日（火）・26日（月）
は休館

場豊科近代美術館２階大展
示室ほか

費無料

問降幡建築設計事務所
　488・4560

降幡建築設計事務所 HP

【国営アルプスあづみの公園
（堀金・穂高地区）】
秋・コスモスの花フェスタ

里山文化ゾーンでは一面のキバナコスモ
ス花畑、田園文化ゾーンでは常念岳を借
景に咲く色とりどりのコスモス畑の開花
リレーをお楽しみください。

期 9月10日（土）
～10月16日（日）

場園内

費無料（要入園料）
※ 9 月 19 日（月・

祝）は 65 歳以
上入園無料。

問国営アルプスあづみの
公園 堀金・穂高管理セ
ンター
471・5511

他公共団体・後援団体などから寄せられた情報を掲載しています。
詳細は主催者に問い合わせください。各 種 情 報 コ ーナ ー

選挙クイズ解答

　6 月号で掲載した選挙クイズの解答を掲載しま
す。成績優秀者には記念品を郵送します。
問選挙管理委員会事務局 471・2031 93532ID

Ｑ明治時代、財産や性別などによって制限され
ない選挙を実現しようと運動していた人たち
が身に着けていたものは？

Ａ白いバラ（清らかなイメージが、今では明る
い選挙を表すものとして使われています）

Ｑ悪意を持って本名を偽り投票した時の罰金の
最高額は？

Ａ３０万円（罪が重いので、罰金も高くなってい
ます）

Ｑ日本最初の選挙で投票できる権利があったの
は国民の約何㌫？

Ａ１㌫（最初の選挙で投票できたのは、税金を
たくさん納めているお金持ちの 25 才以上の男
子だけでした。とても少なかったのです）

Ｑ投票用紙は特別な材料でできているよ。なぜ？

Ａ投票用紙は折っても自然に開くため、開票作
業の短縮につながります。

Ｑ投票所で積極的にやってもよいことは？　

Ａ１８才未満の家族を連れて入場（2016 年、投
票所に連れて行くことができる子どもの範囲
が「幼児から」「18 歳未満」に拡大されました。
子どもと投票に行くと未来の投票率が上がる
といわれています）

ゆ
る
ー
く
つ
な
が
る

出
会
い
の
場

な が の
電子申請
サービス


